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「
今
掘
中
国
学」
の
形
成
と
そ
の
特
色

動草書房

包∞円

『
中
国
の
本
質
を
み
つ
め
る』

張外国
史学教侵’
中
嶋

嶺
雄

い深い研究回顕であるど同時に、
平和迎励や

大学改本に仰熱を傾けながら、
通俗的な『政

治」に阻まれた無念の心情の吐露でもあつ

み
簿一日

て、
いかにも
お教授らしい鍛災さがほのぼ．

 

潟一ハvumw齢…

．のと伝わってきて感励的だ。

一三一口
恥ル民

・
・永く
広山向大学で教般をとられた務者は、
戦

wW4bヰ＋中2－
fhuぷそ沿い

前から胸中にかけての旧満州、
内議官、
畿北

怠づ鋲長時四

郎
一
拐における社会開資を訟礎にして、
都市左

木書は、
中国研先五十有余年もの航跡を経
提村の変動過程をともに視野に収めつつ、
中

園
てなお若々
しく第一一線で活制されている著者
図の村やギルド、
つまり良民共同体や職人共

一
が、＋u叫仰を迎えられた一つの節目に際し、
現
同体の
笑悠を分析し、
中国の社会鍛造をト．l，．

一
代の中国を考え、
改めて目中関係のありょう
タんに解明しようとした学宛として、
はやく・

を問ぃ、
さらに明日の世界と日本の平和を求
から学界の注目を集めてきた。

めて税者に路りかけずふいる
問題提起の怨であ・
今鋼氏は仁弁回限俳士の手法に学びつつ一

る。
．

・

・

九悶七年に刊行した処女作『北京市民の自治

本容のI「七十自述」は、
著者の突に味わ
椛成』
以来、
『中国の社会例迭』、『東洋社会

今掘
誠二著

．（評者）

－ ’ 
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何mm山入序説』ペ『中国近代史研究序脱』
などの・
さらに今狐氏は、
『マラヤの務僑社
会』に

著作を相次いで枇に間われたが、
ζれらの普
見られるようなア・ジア地域研究にまでその研

作の諜礎となった『中国封建社会の俊
E－究領域を広げ、
とうして中国社会経済史研

（学
接受）、『中国封建社会のm
詰
（日本
究、
中国
革命史研究、
アジア地被研究の三つ

学士院賞受賞）、『中国封建社会の術成』・（禾
の往からなる壮大な「今掘中国学」の休系を

刊）の三部作の膨大か側資報告は、
氏の中図
形成きれようとしているのである。

研究の土台をなしている。
，．・
．・
加えて、
氏除、ヒロシマの原体験に立脚し

しかし、
多くの中国社会経済史
学者が、
当
た平和迎励にもたずさわり、『原水爆・時代』、

核分野の研究のみにとどまっていたのとは拠
『原水処禁止運動』、『広島・長崎の原
場金』

な勺、
斗捌氏は、
その活きた学問研究の当然
などの編者を有するが、
それは氏の中国氷命

の加給としてパ
やがて中国革命史研究という
史研究が「毛沢東思想」の鼓吹や文化大革命

もう一つの大きな分野に踏み出していった。
の激励にも耐えて励じなかったζとと同線

Lかιべ・宏指E「中国研究の資料と史料批判」
に、
当今の反核平和運動に見られるような湾

およびE「現代中国研究」一の「中国革命と
っぺらな政治主義やイデオロギー志向とは本

『毛沢東選
集』の役釧」に見られるように、・
質的にm列なっており、
まさに「今刻中間学」

その手法段、
中国社会の内面に視座を据え、，
を内側から支えるエートスと共鳴したものだ

いわば庶民の立場を危視する問題
意隙と歴史
といってよいだろう。
本書のW「日本の巡路と・

家らしい
約鰍な実証主義・文献批判に立脚し
ヒロシマ」も、
そのととを端的に示してhるJ．

ており、
毛沢東の原著と選集版との差異を迎
著者は今日の中国にかけ小しでも，「（中国）

じて毛沢東批判を以みた『毛沢東研究序脱』
現代化の前途は必ずしも楽観を昨さないので

は、
国際的にもとくに評価の高い研究であっー
ある」
（本書直の二「
本命後にふける中国民

たP
『中国の民衆と術力』、・『中国現代史研
衆の歩み
ll包碩工商殺の聴取調資
｜｜」）

究序説』
は、
とうしたユニークな中国
革命史
と商っているが、
ζの一見平凡な結論も著者

研究のなかから生支れたものである。

の広い研究の倍野と歴史的なパiスベクデイ
ヘ一111
新
刊一
笠邸
主
裕一一＼千代

『
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
に
抗
し
て』

伊
東
冬
美
著

．
中
公
新
書・
玄
四
O
阿

フランス水命というと、
人間が民主主義

を災現してきた即時史上の、
術開倒的、
肯定的

要素として之らえられるのが一
般的であ

る。’その偏ったフランス革命史だけが日本

にもたらされた。
他而、つまり、
革命め残

虐、
非情、
不合理な点を、ロマン主義の父

であり、
反氷命の絶対王政主
義者であった

フランソワ・ルネ・ド・シ守トlプリアン

の生涯を通じて鱗いたのが木彼である。

昨官談主義の影響を受け、
当初は革命に同

情的であったが、
主政派政放の首を加に下

げて練り歩く群衆の
次官を目の当たりにして

術開駒市を受ける。
制度の磁後を伴う革命で

は、
破泌が磁麹を呼ぴ、
結局は無政府状悠

に陥るだけではないか。

品川犠況の兵士tして仰い、
亡命代放とし

てイギYスで過ど・すうちに、
その思想は

，『キHスト数約制』
などの作品として結災

・していくのである。
側人がいかに原史に関

わり合うのか、という点でも興味深い。
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『
日
本
語
の
系
譜』

中本
正
智
著

，
車問
主
社・
二
四
O
O
阿

口木版は北方系の宮路だ、いや南方系だ、

いやいやそれらが混じった混合路だ、
孤絶

問だと、
日本店の系統に関する級品婦はまと

とに騒々
しい。
近隣の朝鮮路やアイヌ路と

の関係も必ずしも明らかでない一方で、
速

くチベット加やインドの夕、ミル路との近仙械

がいわれたりする1
衆人自には、
まるで何

が何だかわんからない。
そうした状況を一元

的に税明する原理を、
との本は提供する。

一つの地域に強文化が現れると、
その包

括は周紋におよんで、
その地にmmる。
日本

の古岡山郎が京・関西で消え、
かえって・品川制

に残ってhるのは、いい刷問だ。
そのパター

ンをプジア全域に広げてみたら
ljと務者．

は主張する。
北方路、
南方町附、さらにはタふ

ん諮と日本絡が似ているというのも、
中国

という強文化閣の周辺に日放った、
同じア玖

アの古府商だから、と考えればよいのでは

ないかー
そのための例艇が、
また綴密だsc

今までてんでんばらばらにあったもの

が、一ヒタ97と全体の中で結日間する。
知的

な問問醤にみちた本である。
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BOOKS 
プ
に
法
づい
て
い
る
だ
けに
震い
意
味
を
もっ
て
い

，。 。

：

．

ね
は 、
文
背中
初
期の一
九
六
七
忽
秋
か
ら
冬
に
か

け
て 、
激
励の
中
国
か
ら
香
港に
出て
き
て
積
時間

在
し
て
い
た
折 、
文
部
省
在
外
研
究
員と
し
て
来港

さ
れ
た
今
刻
教
授
と
仮
初に
お
目
に
か
か
り 、
さ
ら

に一
九
六
九
年
秋
か
ら
七
O
年に
か
け
て
は
外
務
省

特
別
研
究
員
と
し
て一
年
間
を
香
港で
御一
緒
し
た

の
だ
が 、
日
本
総
領
事
館で
開
仇
れ
た
勉
強
会
で
中

現
代
の
世
界
と
二
重
映
し
に

『
メ
キ
シ
コ
草
命
物
語
』

渡
辺

建夫著

一
九一
O
年
か
ら 、
と
の
物
憶の
主
人
公パ
ン
チ

g
・

ピ
9
ャ

の
死の一
九二
三
年
ま
で
の
メ
キシ
コ

本
命
が 、
と
く
に
メ
キ
シ
コ
人
の一
理
想と
さ
れ
る

ムイ－eh’d’LV
「
本
物の
男」
の
名
を
さ
ず
け
ら
れ
たピ
Hャ
の
生

涯
に
終
点
を
あて
な
が
ら 、
錨
か
れ
て
い
るι

悶
百
年に
わ
た
るスペ
イ
ン
の
植
民
地
下に
あっ

て 、
母
も
抑
圧
さ
れ
犠
牲
を
強い
ら
れ
たメ
キシ
コ

と
い
う
形で
大
規
模
44
岨誕
祭
経
営
を
行
ない 、
そ
の．

地
方
の
政
治 、
級
済
を
ほ
し ．m
ま
』
に
支
配し
て
い

た 。」
（
十
頁）
・

他
人
の
土
地
t
m
わ
れ
て
働く
以
な
る
援
策
労
働

す（ベ
ォ ．ン）
は 、
債
務
奴
祭
と
し
てぺ
一
生
狐ヲ

立て
小
尽
か
ら
逃
げ
出せ
ず 、
自

咋
の
生
命
も 、
家

族
の

を

為利
も
すべ
て 、

；
生
殺
与1の
権

利が以〈
哉
賦がに
怒
ら
れ
て
い
る ‘

！
こ
う
し
た
非
人
間
的で
残
虐
な
状
況
か
らの
解
放

を
す
て
闘

争命の
中身
が 、

主の
干に
生
ま

れ 、
十
六
歳に
し
て
馬
賊 、
山

賦
と
して
暴・
2わ

る
う
ち
に 、
や
が
て
革
命家に
変柏
で
て
い
て
た

1

λ
公の
生き
方
を
過
し
て 、
よ
く
伝わっ
て
く
る 《

こ
う
し
た
旅命
物
隠
は 、
二
十
世
紀初
頭の
混と

し
U
際
ら
れっ
く
さ
れ
る
もの
で
は
ない 。
被
抑
圧

一
者
イ
ン
デ
ィ

ォ・
俊
民の

哀在 、
ま
さ
に
悪化の
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『
な
ぜ
病
気
は
お
き
る
の
か』
（
上一）

水
谷
弘
箸

草
思
社・
一
六
O
O
同

すべ
て
の
病
気
を 、
平
均
的に
網
羅
し
た
従
来

の
家
庭
医
学の
本
と
は
全
く
違
う 。
ひ
と
の
各
器

官
別
に 、
代
表
的
な
病
気
を
と
り
あ
げ 、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
気の
お
と
る
し
く
み
と 、
か
ら
だ
の
働
き

・に
つ
い
て 、
基
礎
的
な
m ．攻
を 、
体
系
的 、
総
合

．
的
に
ま
と
め
て
述べ
て
い
る 。

絵
本
サ
イ
ズ
の
大
型
本の
せ
い
も
あっ
て 、
イ

ラス
ト
も
見
や
す
く
わ
か
り
や
すい 。
本
文の
理

解の
助
け
だ
け
で
な
く 、
イ
ラス
トベ
1
ジ
を
追

う
だ
け
で
も 、
各
球
官の
働
き
が
お
お
よ
そ
っ
か

め
る
よ
うに
工
夫
し
て
捕
か
れ
て
い
る J

一

病
名
も
表
層
性
胃
炎
や
萎
縮
性
過
形
成
性
胃
炎・

都
民
w
叡

山
田ν

経一
二
一

な
ど 、
き
ち
ん
と
専
門
用
問
を
用い
て
い
る 。
内

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1h
iぃ
i’

一
容
も 、
琢
門
的
取柄に
も
及
び 、
現
代
医
学の
最

に
住
む
イン
デ
ィ

オ・
農
民の
立
場
か
ら 、
革
命の

一
先
制哨の
知
臓
を
身に
つ
け
る・
ζ
と
が
で
き
る
だ
ろ

展
開と
意
義
が
わ
か
り
や
す
く
踏
ら
れ
て
い
る 。

一
う 。

《ムvz・，MF
－

ピ
H河
だ
け
で
な
く 、
食
民の
大
半
が
大
盛岡
内

一
，

全
体
的
に 、
か
み
く
だい
て
や
さ
し
く
解
説
さ
・

だ
生
ま
れ
育
ち
働い
て
い
た 。・
農
民の
九
十
九パ
1・一

れ
て
い
る
が、
子
供
だ
ま
し
で
は
ない ＠

セ
ン
ト
ほ
自
分の
土
地
を
持
ち
え
ず 、
逆に
人
口
の

一

む
し
ろ 、
健
康
は
気に
な
る
が 、
医
学
識
を
統

一
パ
ー
セ
ン
ト

以
下の
家
族
が 、
全メ
キ
シ
コ
の
八

一
む
の
は
億
劫
とい
う 、
働
き
盛
りや
主
婦
向
け
に
‘

十
五パ
ー
セ
ン
トも
の
土
地
を
所
有じ 、
「大
器凶
一

に
ら山花

味
か－w

L・
れな

いJ
E－

－Jハ1・JJ
f

一ftu時Fvyth’tvvLf
トr，
，F！u！Ei

，

－
一4142 iz

stlミ涜M

・・1
・ 1刈」a日n・4・・皇『 ，・4
tl 、11haF

F－ av－ －ho一千
川
病a
’
Il－

－、叫町・川河川
賎 lJ
・
1

・
国
社
会
の
庇
史
的
諸
相
に
つ
い
て
の
今
期
教
授の
高

脱
を
拝聴
し
た
と
きの
感
動
は
今で
も
忘
れ
ら
れ
な

い 。
と
れ
ζ
そ
が
中
国
学で
あ
り寸
中
国
社
会の
本・

質に
迫
る
視
座
なの
か
と州棋
を
滋
か
れ
たの
で
あっ

た 。
そ
の
氏
がい
ま
や
体
系
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
「
今
捌
中
国
学」
の
完
成
を
祈
りつ
つ べ
そ
れ
を

い
か
に
継
承
し
て
ゆ
くべ
き
か 、－
tい
う
宿
題
を
新

たに
与
え
ら
れ
た
と
い
う
思い
で
私
は
木
泌
を
悦
ん

だ 。

，
．
，

・・ ‘
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評
者）
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今九

九

九
一《

pq
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4川HJ・
ι・，vん比YHJ
L

H4
6
1・
5J4
・でみ唱
え’
一手u
f
fμ
fJ

‘，
r＼－
fr一
－JJJ
3 Lfぺ一
卦t思想のキイν
？・
乙・
3h

ラ
テ
｝
アメ
リカ
の
現
実で
あ
り 、
フ
4
Yピ
ンを

一
一
一
V
1
J

：一よ
ム寸
村

．屯
司
著

は
じ
め
と
2
3
7、
ア
フ
リ
カ
警

暴
民
衆
一＼

ぃ

ご

意社
現
代
新
書・
四
八
O
円

の

はい
都
主

ド

ト？
？
r

一

日

目的ねり
い刊

行パペ十一
流

け
れい刊
行
持
続
計
三
い
じ
り十
位
訪
日パいげれい

はれが
れ
れ
れれ
ー
をい
ち
？
お
れれいれド
ロけいけれけ
いけ

歓
迎し
た
の
は 、
F
キシ
ヨ
駐在
ア
メ

I

2

τ
2
5。

。

・か
れ
ぼ
ど
7
1

一

浅
田
彰
も
そ
う
だ
が 、
ー
た
と
え

皮
相な
形
で

れuu
u
μ
γに
最
大
限メ
キ
シ
コ
の
内

一

は
あ
れ 、
生
活を
多
様
化し 、
多目
的
に
関心
を

政
に
干
渉し
つ
づ
け
た
男
も
い
なかっ
た 。
彼は
典一

中
ぽ
レ、
狭
心お
の r
れ
ど
か

5

5」
と
い

誌
な
ドル
外
交の
信
書で
あ
り 、
帝
国
主
義一
い
き
かめ
て
明
る
い
思
想
傾
向の一

芝 、一プ

者、

ま
ぎ
ら
いの
共
和
党の
超
保
守
義
者
だっ

二
p
f
ピ
ッ
ツ体
験
以
後の 、

重
を
見い
だ
し

一一
r けい予
陪
穴

祭ゃな
思
想

渓
れ
d句
厳と

たに
れいはγ
現
在の！
？
？
；
を
はじ

一一し
て
乞ζ

三
指
摘し

允
う
えでい

け
ゆ

め、

う
じ
れな
ど
第三一
世
界に
き
介
入
す
る一

文
脈
、
な
か
に
二ア
4
2
ンス
ト
ヲ
3
L

3
3
政
府の
姿
勢
を
如
実に
浮
き
彫
り

与る
一

部
尽、

去、
暴
力吋
ノ
会、
儀
礼 、
全
ι

も
の
で
あ
る 。、

H－

－

ぺ

一
議
ベリH
とい
っ
た
キ
イ
ワ
l
ド
を
キ
イ ・
ノー

と
の
♂
キ
シ
コ
禁
物
官 、

容
で
あ
るJ一

ソ
ン
に

十か
わ
ら
せ
な
が
ら
説い
て
ゆ
く 。

上、

2
3
ぐ
る
革
命
家
た
ち
の
活
協に
闘が一

ζ
の
を
誌
が
き
と
す
れ
ば 、
「
用
量」

う
つ
っ
て
し
ご
が
ち
だ
が 、
そ
の
自
主：

一
良
機
2
2
E
2
2
ζ
と
な
く 、
キ

？
と
に
よっ
て 、
現
在
巡
行
中の
ク
テン
ア
；

7・
ヮ

12生
き
た
思
想に
よ
み
が
え
ら
せ1

．カ
り
民
衆の
闘い
と 、
そ
の
背
景
を
知る
上で
役

ι一
明
る
点で
あ
ろ
う

、
．

..・ー 百円r、UC
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